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戸『、、

伝
染
病
の
な
い

明
る
い
町
づ
く
り
を

推
進
し

ょ
う
グ

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
伝
染
病
が
多
発
す
る
シ
ー
ズ

ン
で
す
。
こ
れ
ら
伝
染
病
を
防
止
す
る
た
め
に
は
病

源
菌
を
運
ぶ
衛
生
害
虫
「
カ
、
ハ
エ
等
」
を
駆
除
す

る
こ
と
が
先
決
で
す
。

ヵ
、
ハ
エ
、
ゴ
キ
ブ
リ
な
ど
の
衛
生
害
虫
を
退
治

す
る
秘
訣
に
は
、
つ
ま
の
三
つ
の
原
則
が
あ
り
ま
す

0 

0
ま
ず
第

一
は
相
手
を
知
る
こ
と
で
す
:
:
:
衛
生
害

虫
の
生
態
や
習
性
を
よ
く
知
っ
て
こ
れ
を
利
用
し
、


安
い
経
費
と
少
な
い
労
力
で
退
治
の
効
果
を
上
げ


る
こ
と
で
す
。


。
第
二
は
環
境
的
駆
除
を
基
盤
と
し
て
、
彼
等
か
ら

餌
や
居
住
場
所
を
奪
ぃ
、
相
手
が
住
め
な
い
よ
う

な
環
境
を
つ
く
る
こ
と
で
、
こ
れ
に
薬
剤
や
器
具

を
使
用
す
る
方
法
を
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
て
、
合

理
的
に
退
治
を
行
う
こ
と
で
す
。

。
第
三
は
地
域
社
会
の
人
々
が
、

一
せ
い
に
自
主
的

組
織
的
に
退
治
を
行
な
う
こ
と
で
す
。
衛
生
害
虫

は
繁
殖
力
や
移
動
性
が
極
め
て
大
き
い
の
で
、
個

々
に
退
治
す
る
こ
と
は
な
か
な
か
容
易
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
地
域
の
み
な
さ
ん
が
手
を
と
り

あ
い
共
同
で

一
斉
に
清
掃
「
駆
除
」
す
れ
ば
衛
生

害
虫
は
た
ま
っ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一

番

効
果
的
と
り
え
ま
し
ょ
う
。
町
民
み
な
さ
ん

一
人

一
人
の
汗
の
結
晶
が
や
が
て
伝
染
病
の
な
い
住
み

よ
い
町
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
今
後
に
お

け
る
住
民
み
な
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
協
力
を
切
に

お
願
い
す
る
次
第
で
す
。
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昭和46年� 7月15日 か つ フ ら 第13号 (2) 

勝
浦
町
議
会
議
員

当
選
者
き
ま
る

昭
和
四
十
六
年
六
月
二
十

日

午

前

山

本

圭

一

岡

本

照

男

七

時

よ

り

午

後

六

時

ま

で

町

内

八

ケ

古

井

治

佐

藤

寿

治

所

の

投

票

所

に

お

い

て

勝

浦

町

議

会

坂

口

貞

雄

平

忠

品
質
-
般
選
挙
の

投

票

が

行

な

わ

れ

小

関

武

夫

山

路

保

義

所得税

第� E期分は� 

7月 318~'
 

お
知
ら
せ

付
引
揚
者
等
に
対
す
る
特
別
交
付
金

の
支
給
に
関
す
る
法
律
の

一
部
改
正

に
つ
い
て
、

引
揚
者
等
に
対
す
る
特
別
交
付
金

の
支
給
に
問
し
、
第
三
条
で
請
求
期

限
が
昭
和
四
十
六
年
三
月
三
十

一
日

ま
で
、
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
改

正
で
は
昭
和
四
十
七
年
三
月
三
十

一

日
と
改
め
ら
れ
ま
し
た
。
引
揚
者
の

む
方
で
、
い
ま
だ
請
求
事
務
が
出
来

て
い
な
い
場
合
は
、
町
役
場
厚
生
課

ま
で
御
申
し
込
み
下
さ
い
。

口
引
揚
者
特
別
交
付
金
国
庫
債
券
の

買
上
償
還
に
つ
い
て
、

老
令
者
で
低
所
得
の
場
合
家
計
の

都
合
に
よ
り
、
引
揚
者
特
別
交
付
金

国
庫
債
券
の
買
上
償
還
を
希
望
す
る

お
方
は
厚
生
課
へ
御
相
談
下
さ
い
。

寅
上
価
格
に
つ
い
て
は
、
残
存
賦

札
の
金
額
以
内
で
中
央
福
祉
事
務
所

で
、
国
の
規
定
に
よ
り
決
め
ら
れ
ま

す

。

厚

生

課 

同

日

午

後

八

時

よ

り

勝

浦

中

日

下

校

休

西

浜

勝

己

大

井

儀

育

館

で

開

票

と

同

時

に

選

挙

会

を

附

味

間

喜

久

雄

高

橋

鋒

き

、

つ

ぎ

の

方

が

当

選

と

決

ま

り

、

中

西

晴

美

若

木

肇

七

月

は

所

得

税

の

一

期

分

の

予

定

同
月
二
十
二
日
当
選
証
瞥
を

附

与

し

平

岡

武

岡

敬

二

納

税

を

す

る

月

で

す

。

ま
し
た
。

一
期
分
の
予

坪

内

正

太

郎

滝

口

良

一

定

納

税

額

は

、

税

務

署

か

ら

通

知

さ

定
納
税
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
)
。

し
か
し
、
災
害
な
ど
の
た
め
、
こ

と
し
の
税
金
が
、
通
知
さ
れ
た
予
定

納
税
額
よ
り
少
な
く
な
る
と
見
込
ま

れ
る
人
は
、
税
務
署
に
予
定
納
税
額

を
減
ら
す
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。一

期
分
の
予
定
納
税
額
は
、
七
月

三
十

一
日
ま
で
に
納
め
た
ら
よ
い
の

で
す
が
、
も
し
納
期
限
に
遅
れ
ま
す

と
八
月

一
白
か
ら
三
十

一
日
ま
で
の

期
聞
は
年
利
七
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
の

劃
合
で
、
延
滞
税
が
か
か
り
ま
す
。

さ
ら
に
納
税
が
遅
れ
ま
す
と
、
九
月

一
日
か
ら
は
、
延
滞
税
が
年
利

一
四・

六
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合
と
な
り
ま
す

か
ら
、
必
ず
期
間
内
に
納
め
ま
し
ょ

・7
0

当

選

者

の

氏

名

は

次

の

と

む

り

勝

浦

町

選

栄

管

用

委 

μ会
れ
ま
す
。
(
通
知
の
な
い
人
は
、
予

企

画

課

お

よ

び

れ

れ

肝

陪 

向上勺

様々、

同
和
対
策
課
を
新
設
時
間
)
、
中
町
内
に
町
村

六
月
十
日
付
を
も
っ
て
町
役
場
に
、

M
m

L
U
J
M

す
る
た
め
新
設
し
た
も
の
で
す
。

夫
(
産
業
深
長
)
、
厚
生
深
長
滑

ポ
秀
治
(
建
設
深
長
)
、
同
和
対
策

深
長
斉
藤
勝
-
(
厚
生
波
長
)
、

産
業
深
長
桜
木
義
夫
(
総
務
深
長
)

建
設
線
長
楠
本
崇
百
一
(
産
業
諜
州
判

mm

長
補
佐
)
、
公
民
館
長
伊
丹
県
市

(
税
務
泌
深
長
補
佐
)
、
同
和
対
策

課
深
長
補
佐
美
馬
利
己
(
厚
生
課

泌
長
補
佐
)
、
総
務
深
深
長
補
佐

小
谷
和
寛
(
総
務
深
係
長
)
、
建
設

胤
係
長
早
川
・
進
(
総
務
胤
係
長
)

産
業 

係
長
松
浦
-
博
(
建
設
mm

係
長
)
、
総
務
諜

，山
平
志
信
(
住

以
胤
)
、
企
画
深
山
本
貨
志
代
(

総
務
淑
)
、
同
和
対
策
泌
前
肝
初

美
(
住
民
泌
)

b
住
民
相
談 

企
画
課
と
同
和
対
策
課
が
新
設
さ
れ

ま
し
た
。

企
画
課
に
つ
い
て
は
住
民
み
な
さ

ん
の
声
を
集
約
し
、
町
将
来
の
発
展

を
期
す
る
た
め
の
総
合
企
画
を
樹
立

す
る
た
め
で
事
務
分
掌
は
次
の
と
ね

り
で
す
。

て
重
要
施
策
の
企
画
及
び
総
合
調

整
に
関
す
る
こ
と
。

二
、
各
種
統
計
調
査
に
関
す
る
こ
と
。

三
、
公
害
対
策
の
総
合
調
整
に
関
す

る
こ
と
。

同
和
対
策
課
に
つ
い
て
は
、
厚
生

泌
の
中
の
係
制
を
廃
止
し
、
同
和
対

策
事
業
を
迅
速
か
つ
針
画
的
に
推
進

事
務
分
掌
は
、
同
和
全
般
に
関
す

る
こ
と
す
べ
て
で
す
。

特
別
職
の
選
任
と
機
構

の
一
部
改
革
に
よ
る

人
事
異
動
に
つ
い
て

助
役
、
収
入
役
の
就
任
む
よ
び
課

設
置
条
例
の
一
部
改
正
(
企
画
泌
と

同
和
対
策
法
の
新
投
)
に
伴
い
、
次

の
と
む
り
人
事
異
動
が
行
な
わ

し
た
。
(
七
月
一
日
現
在
。
(

内
は
旧
任
。

助
役
小
西
兵
二
(
再
任
)
、

4又
入

振替納税の方法

N
H 

納
税
の
際
に
は
、
電
話
料
や

K
の
受
信
料
の
払
込
み
と
同
じ
よ
う

に
、
預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
支
払

わ
れ
る
「
振
替
納
税
制
度
」
を
利
用

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

さ
れ
ま
す
と
、
手
数
が
か
か
ら
ず
便

利

で

す

。

徳

島

税

務

署

民

言果

み
な
さ
ん
の
窓
口
で
す

行
政
に
対
す
る

苦
情
な
り
御
意
見
を

ー¥-"

9
0
0
j
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り
ま
す
。
そ
こ
で
法
律
改
正
に
よ
り
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安
い
掛
金
老
後
を
護
る

み
ん
な
こ
ぞ
っ
て
国
民
年
金

納
期
間
の
あ
る
人
は
将
来
老
令
年
金

を
受
け
る
と
き
に
年
金
額
が
少
く
な

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
で

み
か
ん
園
の
薬
剤
散
布
を
グ

勝
浦
川
総
合
開
発
に
伴
う
勝
浦
地

よ
り
使
用
予
定
で
す
か
ら
、
み
か
ん

な
生
育
を
は
か
る
。

一
捕

殺

対

象

害

虫

¥

ホ
シ
カ
ミ
キ
リ
ム 

z
k

シ
の
み
と
す
る
。 

¥
1
i
d世
ろ 

t

一
買
上
げ
目
標
匹
数 

Z
f

六、 

0
0
0匹
、

一
実
施
期
間

昭
和
四
十
六
年
七
月

一
日
か
ら

八
月
三
十

一
日
ま
で
。言果

十
日
ま
で
に
限
り
過
去
の
未
納
保
険

満
二
十
才
に
到
達
し
た
人
で
、
職

場
の
厚
生
年
金
等
に
加
入
し
て
い
な

い
者
は
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ

月
四
五 

円
の
安
い
掛
令
で
あ
な

た
の
老
後
が
保
障
さ
れ
ま
す
。

加
入
洩
れ
に
な
っ
て
い
る
者
又
職

場
の
厚
生
年
金
を
や
め
ら
れ
た
方
は
、

す
ぐ
国
民
年
金
係
ま
で
お
届
け
下
さ

い
。
特
例
に
よ
り
過
去
の
朱
納
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ー
保
険
料
は
納
期
限
か
ら
二
年
過
ぎ

福
祉
年
金
額
が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

昭
和
四
十
六
年
十
一
月
分
か
ら
次

の
通
り
で
す
。

区
分
一
現
行
年
金
額
一
改
正
年
金
額

老
令
福
祉
年
金
て
一
圏
、
ロ
ロ
ロ
円
一
毛
、
宮
口
円

障
害
。
一
一
宅
、
ニ
ロ
ロ
円
一
宮
、
ハ
ロ
ロ
円

母
子
。
一
三
一
、
エ
ロ
ロ
円
一
=
一
回
、
八
口
口
円

準

母

子

。

一

同

一

同

。
寝
た
き
り
老
人
(
法
別
表
二
級
該

当
者
)
に
対
し
て
六
十
五
才
か
ら
老

令
福
祉
年
金
が
支
給
さ
れ
る
予
定
で

す

。

住

民

深

国

民

年

金

係 

万
円
未
満
に
二
万
五
千
円
、
十
万
円

以
上
十
五
万
円
未
満
に

一
万
五
千
円
。

こ
の
ほ
か
、
老
人
居
室
の
整
備
と
他

の
工
事
と
を
合
せ
て
行
な
っ
た
場
合

も
、
そ
の
割
り
合
い
に
よ
っ
て

一
万

五
千
円
以
上
三
万
円
ま
で
の
補
助
金

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

御
希
望
の
お
方
は
受
付
期
聞
が
十

一
月
三
十
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

又
予
定
戸
数
に
達
し
た
と
き
は
受
付

が
締
め
切
ら
れ
ま
す
の
で
は
や
め
に

町
厚
生
課
ま
で
御
申
し
込
み
下
さ
い
。

補
助
金
交
付
の
対
象
者
は
、
老
人

居
室
を
増
、
改
築
ま
た
は
修
理
す
る

た
め
住
宅
金
融
公
庫
の
住
宅
改
良
資

金
の
貸
付
け
を
受
け
た
者
の
う
ち

①
六
十
五
歳
以
上
の
老
人
②
六
十
五

歳
以
上
の
老
人
と
同
居
し
て
生
計
を

一
つ
に
し
な
が
ら
そ
の
老
人
を
扶
養

し
て
い
る
者
③
六
十
五
歳
未
満
六
十

歳
以
上
の
老
人
で
、
そ
の
者
の
福
祉

の
た
め
必
要
と
認
め
ら
れ
た
と
き
。

補
助
金
額
は
老
人
居
室
の
た
め
に

要
し
た
費
用
が
二
十
万
円
以
上
の
場

合
に
三
万
円
、
十
五
万
円
以
上
二
十

一
買
上
げ
価
格

一
匹
十
円

-
住
民
皆
さ
ん
の
戸
を
町
政

ι反
映

ー
企
画
課

1

一
買
上
げ
場
所

生
比
奈
農
協
、
勝
浦
町
農
協
(
各

住
以
み
な
さ
ん
よ
り
直
接
町
政
に

事
業
所
を
含
む
)
。

催
し
て

い
ま
す
。

町
政
に
対
す
る
ご
怒
川
ん
等
な
ん
で

一
買
上
げ
日

も
結
構
で
す
多
数
ご
参
集
く
だ
さ
い
。

月
、
水
、
金
曜
日
と
す
る
。

対
す
る
ご
意
見
ご
希
望
な
ど
む
き
か

せ
ね
が
う
べ
く
堺
町
長
が
金
町
各
地

区
を
巡
回
、
住
以
の
声
を
き
く
会
を

日
程
決
ま
り
次
抗
ご
述
絡
し
ま
す
。

産

業

料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

必
ず
納
め
少
し
で
も
多
く
の
年
余
を

受
け
ま
し
ょ
う
。
保
険
料
は
一
ヶ
月

四
五 

円
で
す
。

老
人
専
用
の
居
室
整
備
に
つ
い
て

補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す

こ
れ
は
お
年
寄
り
た
ち
に
楽
し
い

老
後
を
送
っ
て
も
ら
う
た
め
、
老
人

専
用
の
居
室
を
整
備
し
よ
う
と
す
る

人
に
県
費
補
助
金
を
交
付
し
よ
う
と

い
う
も
の
で
あ
り
交
付
規
則
は
次
の

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

区
畑
総
事
業
と
し
て
、
本
町
の
み
か

生
産
者
の
皆
さ
ん
は
、
出
来
る
だ
け

ん
圏
五 

に
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

手
近
の
展
示
園
で
そ
の
効
果
を
確
認

を
設
置
し
、
こ
れ
で
み
か
ん
の
薬
剤

し

て

下

さ

い

。

産

業

課

撒
布
を
行
う
計
画
で
す
。

町
産
業
課
で
は
、
此
の
工
事
に
か

カ
ミ
キ
リ
虫

か
る
ま
で
に
、
実
際
に
町
内
の
み
か

ん
圃
で
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
を
使
っ
て

買
上
げ
ま
す

み
か
ん
の
薬
剤
散
布
を
行
う
展
示
見

毎
年
行
っ
て
お
り
ま
す
ホ
シ
カ
ミ

本
圃
を
設
置
し
ま
し
た
。

キ
リ
ム
シ
の
買
上
げ
を
本
年
も
左
記

設
置
場
所
は
、
生
名
尾
花
次
郎
氏
圏

の
通
り
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
御
協

今
山
井
出

一
郎
氏
園
、
中
山
栗
城
尭

力
下
さ
い
。

氏
園
の
三
ケ
所
で
す
。

一
実
施
目
的

本
年
夏
の
薬
剤
撒
布
(
殺
ダ
ニ
剤
)

柑
橘
樹
に
大
き
な
被
害
を
与
え
る

害
虫
捕
殺
を
行
い
、
柑
橘
樹
の
健
全

ま
す
と
時
効
に
よ
り
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
か
ら
過
去
に
保
険
料
未

MUS04
テキストボックス
安い掛金老後を護る
みんなこぞって国民年金

MUS04
テキストボックス
スプリンクラーでみかん園の薬剤散布を
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広
域
市
町
村
圏
の
あ
ら
ま
し


広
域
市
町
村
圏
の
ね
ら
い
。

最
近
の
経
請
の
発
展
は
目
ざ
ま
し

い
も
の
が
あ
り
、
国
民
の
所
得
水
準

も
向
上
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
そ
れ
に
比
べ
て
道
路
の
舗
装

だ
と
か
、
公
共
施
設
面
を
み
る
と
非

常
に
立
ち
遅
れ
て
い
ま
す
。
住
民
の

身
近
に
あ
っ
て
、
住
民
の
日
常
生
活

に
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
こ
と
を
任
務
と
す
る
市
町
村
は
早

急
に
公
共
施
設
を
整
備
す
る
必
要
に

せ
ま
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
住
民

の
日
常
生
活
上
の
行
動
範
囲
が
拡
大

し
、
市
町
村
の
区
域
を
こ
え
て
住
民

の
日
常
社
会
生
活
圏
と
い
っ
た
も
の

が
か
た
ち
づ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
ご

の
住
民
の
日
常
社
会
生
活
圏
を
.
体

と
し
た
行
政
を
行
な
う
た
め
に
は
、

市
町
村
は
共
同
し
て
協
力
体
制
を
整

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で

広
域
市
町
村
圏
は
、
こ
の
よ
う
な
市

町
村
が
当
面
し
て
い
る
問
題
を
解
決

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

二
、
広
域
市
町
村
圏
の
骨
組
み

広
域
市
町
村
圏
は
、
つ
ぎ
の
四
つ

か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

閉
ま
ず
、
広
域
市
町
村
圏
を
設

定
し
ま
す
。
広
域
市
町
村
圏
と
し

て
設
定
さ
れ
る
地
域
は
、
都
市
と

そ
の
周
辺
の
農
山
漁
村
地
域
が
.

体
と
な
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
日

常
社
会
生
活
圏
の
地
域
で
す
。

市
町
村
が
、
広
域
行
政
機
構
を
設

置
し
ま
す
。
広
域
行
政
機
構
と
は
、

広
域
市
町
村
圏
内
の
す
べ
て
の
市

町
村
が
設
置
す
る
-
部
事
務
組
合

ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
協
議
会

山
川
つ
v
c
に
広
域
市
町
村
圏
内
の

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

問
広
域
行
政
機
構
が
設
置
さ
れ

ま
す
と
、
そ
こ
で
広
域
市
町
村
圏

計
画
を
つ
く
り
ま
す
。

同
広
域
市
町
村
圏
計
画
に
基
づ

い
て
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ

の
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
は
国
は

O

必
要
な
財
政
上
の
援
助
を
し
ま
す
。

三
広
域
市
町
村
圏
の
設
定

広
域
市
町
村
が
設
定
さ
れ
る
場
合

に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
が
考
慮

さ
れ
ま
す
。


同
都
市
と
そ
の
周
辺
の
袋
山
漁


村
地
域
を
-
体
と
し
て
形
成
さ
れ


て
い
る
日
常
社
会
生
活
圏
が
対
象


と
な
り
ま
す
。


間
人
口
は
、
む
お
む
ね 

万


人
以
上
で
す
。


間
都
市
的
な
施
設
や
機
能
を
も


っ
た
中
心
と
な
る
市
街
地
が
な
け


れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。


四
、
広
域
行
政
機
構 

¥J 

広
域
市
町
村
圏
が
設
定
さ
れ
ま
す

と
、
広
域
市
町
村
圏
内
の
す
べ
て
の

市
町
村
は
広
域
行
政
機
構
を
設
置
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

広
域
行
政
機
構
と
は
、
少
な
く
と

も
つ
ぎ
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
‘

部
事
務
組
合
ま
た
は
地
方
公
共
団
体

の
協
議
会
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

同
広
域
市
町
村
圏
内
の
す
べ
て

の
市
町
村
が
加
入
し
て
い
る
こ
と
。

附
広
域
市
町
村
圏
計
画
を
策
定

す
る
と
と
も
に
、
広
域
市
町
村
圏

計
画
に
基
づ
く
事
業
の
実
施
の
連

絡
調
整
を
行
な
う
も
の
で
あ
る
こ

ル』。

五
、
広
域
市
町
村
圏
計
画

広
域
市
町
村
圏
計
画
で
は
、
関
係

市
町
村
が
協
力
し
て
、
つ
ぎ
の
内
容

を
定
め
ま
す
。

間
広
域
市
町
村
圏
の
地
域
を
将

来
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
(
広
域

市
町
村
圏
の
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
)

を
定
め
ま
す
。

間
広
域
市
町
村
圏
内
の
市
街
地

や
集
落
を
ど
の
よ
う
に
配
置
し
、

そ
し
て
こ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
道

路
で
結
ぶ
か
(
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
)
と
い
う
こ
と
を
定
め
ま
す
。

問
広
域
市
町
村
圏
で
広
域
的
に

処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
務

を
最
も
効
率
的
に
処
理
す
る
た
め

に
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
で
事
務
を

処
理
す
る
か
と
い
っ
た
こ
と
(
広

域
事
務
処
理
シ
ス
テ
ム
)
を
定
め

ま
す
。

六
、
国
の
財
政
上
の
援
助

広
域
市
町
村
圏
計
画
の
策
定
や
広

域
市
町
村
計
画
に
基
づ
く
事
業
の
実

施
に
対
し
て
国
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
財

政
上
の
援
助
を
し
ま
す
。

同
広
域
市
町
村
圏
計
画
の
策
定

に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
補
助
を

し
ま
す
。

小
川
広
域
市
町
村
圏
計
画
に
基
づ

く
根
幹
的
な
事
業
に
要
す
る
経
費

に
つ
い
て
補
助
を
し
ま
す
。

同
広
域
市
町
村
圏
計
画
に
基
づ

く
根
幹
的
な
事
業
に
要
す
る
経
費

に
つ
い
て
地
方
交
付
税
上
の
特
別

措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
地
方

債
の
許
可
に
つ
い
て
も
優
先
的
に 

考
慮
を
し
ま
す
。

七
、
広
域
市
町
村
圏
設
定
試
案

徳
島
県
は
、
別
図
に
一
ホ
め
す
と
む

り
五
つ
の
広
域
市
町
村
圏
設
定
の
試

案
が
つ
く
ら
れ
て
む
り
ま
す
。
そ
の

う
ち
、
美
馬
、
三
好
、
中
央
地
区
広

域
市
町
村
固
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

設
定
さ
れ
て
お
り
、
勝
浦
町
は
、
徳

島
市
を
中
心
と
し
た
東
部
地
区
広
域

市
町
村
圏
を
設
定
す
る
こ
と
に
同
意

し
現
在
自
治
省
へ
設
定
の
申
請
が
な

さ
れ
て
む
り
近
く
決
定
の
見
込
で
あ

り
ま
す
。
以
上
が
広
域
市
町
村
圏
に

対
す
る
あ
ら
ま
し
で
し
た
。企

画

古来

.. '" 
|川 市 町 村 岡 町川|  

-、、ー一
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礎
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り

午
後
五

・
O
O

に
関
す
る
こ
と
。

附
校
舎
そ
の
他
の
施
設
及
び
教
具

そ
の
他
の
設
備
の
整
備
に
関
す
る

こ
と
。

間
校
長
、
教
員
そ
の
他
の
教
育
関

係
職
員
の
研
修
に
関
す
る
こ
と
。

矧
校
長
、
教
員
そ
の
他
の
教
育
関

係
職
員
並
び
に
生
徒
、
児
童
及
び

幼
児
の
保
健
、
安
全
、
厚
生
及
び

福
利
に
関
す
る
こ
と
。

間
文
化
財
の
保
護
に
関
す
る
こ
と
。

側
教
育
に
係
る
調
査
及
び
指
定
総
計

そ
の
他
の
統
計
に
関
す
る
こ
と
。

給

食

風

景

社
会
教
育
係
で
は

ー
~


山
青
年
学
級
を
実
施
す
る
こ
と
。


間
定
期
講
座
を
開
設
す
る
こ
と


討
論
会
、
講
習
会
、
講
演
会
、


実
習
会
、
展
示
会
等
を
聞
く
こ
と
。


附
図
書
記
録
、
模
型
資
料
等
を
備

ま
し
た
が
、
七
月
六
日
の
火
曜
日
よ


mぇ
、
そ
の
利
用
を
は
か
る
こ
と
。

り
終
日
(
午
前
九
・ 

間
体
育
、
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等

迄
)
診
療
い
た
し
て
お
り
ま

の
集
会
を
聞
く
こ
と
。

附
綿
入
会
青
年
会
、
老
人
会
、

o 

o
o
i

坂
本
幼
稚
園
教
諭
横
田
佐
奈
江

上

平

喜

美

坂
本
小
学
校
内
務
員
日
浦
サ
ツ
キ

横

瀬

十

筒

井

コ

ヨ

シ

生

比

奈

。

広

井

貞

代

勝
浦
中
学
校
内
務
員
稼
勢
嘉
幸

事
務
分
掌
を
大
別
し
ま
す
と
、
学

校
教
育
係
と
社
会
教
育
係
の
二
つ
に

分
か
れ
て
い
ま
す
。

各
係
で
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
仕
事
を

し
て
お
り
ま
す
。

学
校
教
育
係
で
は

山
学
校
そ
の
他
の
教
育
機
関
の
用

に
供
す
る
財
産
(
以
下
「
教
育
財
産

・一

と
い
う
。
)
の
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

問
教
育
委
員
会
及
び
学
校
そ
の
他

の
教
育
機
関
の
職
員
の
任
免
そ
の

他
の
人
事
に
関
す
る
こ
と
。

間
学
齢
生
徒
及
び
学
齢
児
童
の
就

学
並
び
に
生
徒
、
児
童
及
び
幼
児

の
入
学
、
転
学
及
び
退
学
に
関
す

る
こ
と
。

山
間
学
校
の
組
織
編
制
、
教
育
課
程
、

学
留
指
導
、
生
徒
指
導
及
び
職
業

唱
指
導
は
関
す
-る
乙
主

。

一間
円・
札
科
書
'
和
、
の
弛
以
教
材
の
取
扱

ま
せ
ん
。
一

す。ま
し
ょ
う
。

教
育
長

主

事

主
事
補

公
民
館
長

ア

方
社
会
教
育
に
お
い
て

は
人
間

一
生
を
通
じ
て
行
な
わ
れ
る

教
育
と
し
て
現
在
で
は
こ
れ
を
生
涯

教
育
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
社
会

構
造
の
変
化
に
対
応
し
た
社
会
教
育

こ
そ
、
そ
の
果
た
す
役
割
は
真
に
重

要
で
、
真
剣
に
と
り
組
ん
で
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
患
っ
て
お
り
ま

H

整
形
外
科
の
診
療

こ
れ
が
教
育
委
員
会
の
し
ご
と
で

時
間
変
更
に
つ
い
て

す
。
ま
ず
、
課
員
か
ら
紹
介
い
た
し

交
通
事
故
や
労
働
災
害
患
者
の
増

加
に
伴
な
い
、
従
来
、
毎
週
火
曜
日

の
午
前
中
の
み
診
療
い
た
し
て
お
り

主

、
事

内
務
員

.

山 倉伊谷入山
下橋丹 田海

未孝県敬 公
雄 明市子定雄

す
の
で
、
ご
利
用
下
さ
い
。

給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
山
崎
正
義

栄

養

士

信

政

等

調

理

員

堺

チ

エ

子

そ
の
他
各
種
団
体
、
機
関
の
連
絡

を
は
か
る
こ
と
。

図書室での説書風景

宮

本

春

子

竹
林
フ
サ
エ

長
田
ヒ
サ
エ

玉
置
テ
ル
子

前
川
シ
ゲ
ミ

武
市
タ
メ
ノ

役
場
の
し
ご
と
紹
介
で
今
月
は
教

育
委
員
会
へ
御
案
内
い
た
し
ま
す
。

教
育
委
員
会
の
し
ご
と
は
大
き
く

わ
け
で
学
校
教
育
と
社
会
教
育
の
二

つ
に
わ
か
れ
て
お
り
ま
す
。

学
校
教
育
で
は
人
間
形
成
へ
の
基

勝
名
地
区
青
年
指
導
者
研
修
会
風
景

間
施
設
を
集
合
そ
の
他
の
利
用
に

供
す
る
こ
と
。

輪
金
セ
ン
タ
ー
で
は

町
内
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
の

全
児
童
生
徒
千
三
百
人
の
完
全
給
食

を
う
け
も
つ
で
お
り
ま
す
。

以
上
で
教
育
委
員
会
の
事
務
分
家
嗣

の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
い
ず 

凶

れ
の
仕
事
も
明
日
の
勝
浦
町
を
担
う

一一

若
者
の
育
成
に
関
連
し
た
仕
事
が
多
-

く
住
民
皆
さ
ん
の
社
会
教
育
に
対
す

る
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
な
く
し
て
一

は
本
来
の
目
的
遂
行
は
で
き
ま
せ
ん
一

の
で
教
育
関
係
に
つ
い
て
の
ご
意
見
一

や
ご
批
判
等
ど
し
ど
し
遠
慮
な
く
お
一

聞

か

せ

下

さ

い

。

-

今
月
は
教
育
委
員
会
の
仕
事
を
ご


紹
介
し
ま
し
た
が
次
回
は
議
会
事
務
拍


局
へ
ご
案
内
し
ま
す
。


住
民
課
広
報
係
】 

病
院
だ
よ
り

H

f
-4一'川町

...... 
a曲面

勝
浦
病
院 

MUS04
テキストボックス
住民サービスの窓

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
病院だより
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バ
ー
事
業
資
金
の
借
入
れ
は

r
l商
工
会
に
ご
相
談
下
さ
い
レ
l
j 

徳島市中洲町 1丁目 15の 1貸付種別一覧表  国民金融公庫徳島支庖
電話  (0886) 22-7271

6∞万四

欽貴宿、明事庖‘貴肉.食』島肉販売露、氷冒眼売意.理容‘揖客禽、興行場‘
腕菌、間易宿所.描場禽.クリーニング量 . 1.0凹万円

。なお、鮮細は融資相官員または窓口でご相歓ください。 
300万円超の申込みは、原則として不動産(土地建物)担保または保柾協会証が必要です。

国民金融公庫では、皆さまのご期待にそう

よう企業の近代化、経営の合理化推進のため

にJ 前向きで事業資金のご融資をしています。

運転資金や設備資金を必要となさる方は、

当公庫の他、商工会にご相談下さい。

派遣団体

派遣期間  

、)
農業従事

応

年 令事手

寸~ 歴
資

詩 学

組T 康格

性 格

み
か
ん
摘
果
の
鱗
習
会
風
景

町
、
農
協
、
農
業
改
良
普
及
所
で

は
七
月
十
五
日
よ
り
八
月
十
五
日
ま

で
の
問
、
摘
果
推
進
月
間
と
し
て
強

力
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

て
時
期

早
生
:
:
七
月
上
旬 

下
旬

普
通
・
・
:
七
月
中
旬 

八
月
上
旬

二
回
に
分
け
て
行
い
第
一
回
目
は

i l

派米農業 研修生

社団法人 国際燥友会 社団法人農業研修生派米協会

1 ヶ年  2 ヶ年

現農在業農関係業に従事している者者 現在農業に従事しているものにつとめている

渡米l!;f満19オ以上34オまで  t度当時満19オ以上27オーまでの独身者

高等学校卒業 以上

基礎英語のできるも者  (中学二年程度)

心身共にけんこうである者

明朗で協調性があり 研究心のある者

今
山
前
野
聞
に
て

派米 農業笑習生

か
ん
そ
れ
は
果
実
が
大
き
く
き
れ
い

な
も
の
で
す
。
で
す
か
ら
こ
の
際
徹

底
し
た
摘
果
を
行
っ
て
大
衆
に
愛
さ

れ
る
み
か
ん
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
摘
果
は
品
質
、
玉
揃
い

の
向
上
、
隔
年
結
果
の
防
止
、
収
穫

労
力
節
減
に
役
立
ち
ま
す
。

現
代
の
消
費
者
に
喜
こ
ば
れ
る
み

、カ
を
忘捕

ン

手菜


二
、
適
正
結
果
量

残
果
の
標
唱
は
、
一
果
当
り
早
生

三
十
1
三
十
五
葉
、
普
通
二
十

1
二

十
五
楽
に
調
整
す
る
。

三

、
間
引
く
果
実

病
虫
害
の
被
害
果
、
風
擦
果
、
崎

形
果
、
生
育
不
良
果
、

青
白
い
も
の

幼
木
の
天
成
果
と
す
る
。

四
、
薬
剤
摘
果
園

七
月
下
旬
か
ら
手
直
し
摘
果
を
行

う

。

産

業

法

派
米
農
業
実
習
生
、
派
米
州
艇
業
研

修
生
の
募
集
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

募
集
要
項
等
は
左
記
の
通
り
で
あ

い

。

必

業

策
間
引
、
二
回
目
は
仕
上
げ
を
行
う
。

農
業
者
青
年
よ

海
外
に
学
ぼ
う
グ

門m

募集期間  7月20日まで 7月20日まて・

役場産業課へお申込み下さい申込方法

酪燥、肉牛、養豚、養鶴
受入業種 酪果焼街、 野肉菜牛、、 養花豚、米、養、鶏その他

果樹、野菜、花  

合県において誌類審査、英中語、体考力テスト、作文のしけんを行い
3並々方法

格者についてさらに 央で選 を行う。 

合格者に対 し派遣前に研修を行うB溝 習

オレゴン、カリフォルニア、アイオワ ワンノトン、オレゴン、アイダホ

派illされる州 アリゾナ、カンサス、ミズリー アリゾナ、コロラド、ネプラスカ
ウイスコンンン、ワシントン イリノイ

経 賀 滞米中の経質{心、らない

的
り
ま
す
が
、
尚
、
詳
細
に
つ
い
て
は

産
業
深
ま
で
ポ
急
む
川
合
わ
せ
下
さ

MUS04
テキストボックス
事業資金の借入れは商工会にご相談ください

MUS04
テキストボックス
今月の農作業
ミカン摘果を忘れずに

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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円
ソ
。

ー¥

ぼ
く
の
見
た
束
き
ょ
う

生
小
二
年
月
ぐ
み

四
月
二
十
四
日
、
し
ん
る
い
の
け

っ
こ
ん
し
き
が
、
東
き
ょ
う
で
あ
る

の
で
、
う
ち
じ
ゅ
う
み
ん
な
で
、
い

き
ま
し
た
。
し
ん
大
さ
か
え
き
か
』
ザ
、

ひ
か
り
ご
う
に
の
っ
た
ら
、
三
時
間

十
分
で
東
き
ょ
う
に
つ
き
ま
し
た
。

の
っ
て
い
る
と
、
そ
ん
な
に
は
や
い

と
は
思
わ
な
い
け
ど
、
外
を
見
て
い

る
と
、
ち
か
く
の
け
し
き
が
、
ど
ん

ど
ん
と
ん
で
い
く
の
で
、
や
っ
ぱ
り

と
い
う
川
算
に
な
り
ま
す
。

こ
の
「
た
ば
こ
一
の
消
貨
に
対
し
、

町
税
と
し
て
七
百
九
十
二
万
三
千
五

百
十
円
の
た
ば
こ
消
伐
税
が
専
売
公

社
か
ら
町
へ
納
付
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
住
民
税
の
八
川
に
相
当
す
る
簡

で
す
。町

民
の
皆
さ
ま
方
が
「
た
ば
こ
一

を
町
内
で
買
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
と

町
の
税
収
も
自
然
多
く
な
る
訳
で
す
。

「
た
ば
こ
-
は
全
部
町
内
の
小
売
庖

か
ら
御
貿
い
求
め
下
さ
る
よ
う
御
協

力
を
御
願
い
し
ま
す
。

税
務
ぷ
よ
り

ぐ
ち
に
い
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ぼ
く

は
、
す
ぐ
ジ
ャ
ン
ボ
だ
と
わ
か
り
ま

し
た
。
き
た
い
の
前
の
方
が
、
ぜ
ん

ぜ
ん
ち
が
う
か
ら
で
す
。
す
ぐ
そ
ば

に
お
り
て
き
ま
し
た
。
や
っ
ぱ
り
ほ

か
の
に
く
ら
べ
る
と
、
す
ご
く
大
き

く
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
一
時
間

ぐ
ら
い
し
か
お
れ
な
か
っ
た
の
に
、

ち
ょ
う
ど
見
ら
れ
て
、
ほ
ん
と
ば
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。
お
し
ま
い
に
、

の
テ
レ
ピ
き
ょ
く
を
見
学
し

て
、
東
き
ょ
う
え
き
へ
、
か
え
っ
て

き
ま
し
た
。
ま
だ
時
聞
が
あ
っ
た
の

で
、
上
の
ど
う
ぶ
つ
・
え
ん
へ
い
き
ま

し
た
。
あ
ん
ま
り
広
い
の
で
ぜ
ん
ぶ

ま
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
木
が
た
く

テ
ス
ト

生
比
率
巾
小
学
校

柏

原

と

し

お


う
ー
ん

〉

ん


え

!

と

え

ー

と


む
で
こ
を
え
ん
ぴ
つ
で
た
た
く
。


ぼ
く
の
き
ら
い
な
テ
ス
ト
。


あ
た
ま
に
く
る
テ
ス
ト
。


か
ら
だ
じ
ゅ
う
が
い
ら
い
-
勺
す
る
。


あ
た
ま
が
怠
け
そ
〉
だ
。


か
い
て
も
か
い
て
も
け
し
て
し
ま
う


時
川
が
な
い
。


頭
の
先
か
ら
足
の
先
ま
で


い
ら
い
ら
す
る
。

あ
あ
も
っ
と
べ
ん
き
ょ
〉
し
と
け
ば

よ
か
っ
た
。

N
H
K

l

さ
ん
あ
っ
て
き
れ
か
っ
た
け
ど
、
下

に
は
、
か
み
く
ず
な
ど
が
、
い
っ
ぱ

い
か
ち
て
い
て
、
あ
ん
ま
り
よ
ご
れ

て
い
る
の
に
、
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。

せ
っ
か
く
ご
み
入
が
あ
る
の
に
、
ど

う
し
て
入
れ
な
い
の
か
な
と
思
い
ま

し
た
。
日
ょ
う
日
な
の
で
、
も
の
す

ご
い
人
で
し
た
。

東
き
ょ
う
は
、
お
も
し
ろ
く
て
よ

か
っ
た
け
れ
ど
も
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
つ

か
れ
て
、
七
時
の
ひ
か
り
に
の
っ
て

か
え
る
と
き
、
ね
む
り
ま
し
た
。

お
誕
生
お
め
で
と
う

岩

田

強

長
女
佐
智
子


神
原
吉
徳

二

男

学


穣
勢
虎
正

長

女

道

代


麻

植

登

二

女

美

保


増
田
豊
治

二

男

裕

志


上
平
秀
夫

長
女
さ
ゆ
り


西

谷

清

二

男

弘


中

山

治

長

女

和

子


西
野
菊
男

長

男

敬

裕


藤

本

忠

三

男

雅

信


山
田
純
之

二

男

芳

雄


東

栄

造

二

女

陽

子


問

義

久

長

男

修

平


お
く
や
み
申
し
ま
す

中沼三三沼坂沼坂中中坂三星 

角江渓渓江本江本角角本渓谷 


主義議議

平穏 山寺
閉廷-田川

加

藤

和

義

長
い
冬
が
お
わ
っ
て
、

や
っ
と
春
が
き
た
。

い
つ
の
ま
に
出
で
き
た
の
か
、

山
ゆ
り
が
五
本
、

に
よ
き
り
と
か
む
を
出
し
て
い
た
。

こ
ん
な
か
た
い
土
を
引
ち
上
げ
て
、

出
て
き
た
山
ゆ
り
。

土
の
中
は
ど
ん
な
ん
だ
ろ
う
。

な
ん
で
す
ご
い
力
だ
ろ
う
。

だ
ん
だ
ん
大
き
く
な

っ
て
い
く
山
ゆ

な
ん
だ
か
と
て
も
ふ
し
ま
な
気
が
す

る
。たば こ は

町内で買いましょう


p

昨
年
一
年
川
に
町
内
で
消
貸
し
た

「
た
ば
こ
」
は
千
百
三
十
四
万
.
千

八
百
本
で
す
。
愛
偶
者
三
千
人
と
し

ま
す
と
一
人
当
り
三
万
七
千
八
百
本
�
 

中

西

正

史

は
や
い
ん
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

と
ち
ゅ
う
、
ト
ン
ネ
ル
を
か
ぞ
え
た

ら
、
六
十
七
も
あ
り
ま
し
た
。

け
っ
こ
ん
し
き
が
お
わ
っ
て
、
し

ん
る
い
の
人
た
ち
と
、
ち
か
く
の
り

よ
か
ん
に
と
ま
り
ま
し
た
。
日
ょ
う

目
、
み
ん
な
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
、

ぼ
く
ん
く
は
、
は
と
パ
ス
の
、
か
ん

ご
う
パ
ス
に
の
り
ま
し
た
。
さ
い
し

ょ
に
、
こ
う
き
ょ
前
広
ぱ
へ
い
っ
て

つ
ぎ
に
東
き
ょ
う
タ
ワ
ー
へ
の
ぼ
り

ま
し
た
。
三
百
三
十
三
メ
ー
ト
ル
も

あ
っ
て
、
て
ん
ぼ
う
台
は
、
百
五
十

メ
ー
ト
ル
の
た
か
さ
だ
そ
う
で
す
。

ど
っ
ち
を
む
い
て
も
家
ぽ
っ
か
り
で
、

山
が

一
つ
も
な
く
て
、
広
い
な
あ
と
、

思
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
モ
ノ
レ

ー
ル
に
の
っ
て
、
は
ね
だ
へ
い
き
ま

し
た
。
人
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
そ
し

て
、
と
ん
で
い
っ
た
り
、
つ
い
た
り

す
る
ひ
こ
う
き
の
音
が
、
も
の
す
ご

く
ひ
び
い
て
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、

一
ば
ん
た
の
し
み
に
し
て
い
た
ジ
ャ

ン
ボ
が
、
ど
こ
に
い
る
の
か
き
が
し

た
の
に
、
と
ま
っ
て
い
な
く
て
が
っ

か
り
し
て
い
た
ら
、
ち
ょ
う
ど
、
ア

メ
リ
カ
の
が
、
と
ん
で
き
ま
し
た
。

み
ん
な
が
、
「
あ
れ
が
ジ
ャ
ン
ボ
か

な
。
」
「
い
や
ち
が
う
よ
。
」
と
、
口

蝉
一
次

悦
三

滑
八

亀
太
郎

MUS04
テキストボックス
ぼくの見た東きょう

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
学校だより
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一
委
晶
一

三 

を
し
め
て
い
る
の
で
す
。
帳

美
馬
光
代
さ
ん
の

一
進
作
一

一
推
集
一

一
蓄
募
一

「
わ
が
家
の
家
計
簿
」

一
貯
会
一

一
県
員
一

川

徳

島
県
貯
蓄
推
進
委
員
会
よ
り
募
集
し
て
い
た
第
十
七
回
「
わ
が
酬

川
家
の
家
計
簿
」
体
験
談
の
作
文
が
応
募
作
品
多
数
の
中
か
ら
見
事
入
川

州
選
と
決
ま
り
ま
し
た
。
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
作
品
内
容
州

州
次
の
と
お
り
で
す
。

わ

が

家

の

家

計

簿

の

時

々

に

出

し

て

い

る

の

で

す

。
家

住
所
勝
浦
町
大
字
坂
本
の
税
金
の
方
は
、
青
色
申
告
に
し
て

氏
名
美
馬
光
代
(
三
六
歳
)
い
る
の
で
、
だ
い
た
い
家
事
費
は
き

職

業

農

業

め

て

い

る

と

の

事

で

す

が

、

「

今

月

記
幡
年
数
一
年
三
ヶ
月
余
は
ま
た
よ
う
け
使
う
と
る
。
ま
な
お

家

族

構

成

父

七

三

歳

ろ

さ

な

な

ら

ん

」

と

言

う

声

を

聞

く

母

六

九

歳

た

び

、

そ

れ

で

は

支

出

だ

け

で

も

つ

入

主
人
三
六
歳
農
業
け
て
み
よ
う
と
思
い
た
ち
ま
し
た
。

長
男
一
一
歳
小
学
電
話
を
メ
モ
す
る
黒
板
が
あ
る
の

選

校

で

、

使

っ

た

人

は

必

ら

ず

金

額

を

何

に

次
男
六
歳
幼
稚
園
使
っ
た
か
を
書
い
て
む
く
様
に
家
族

密
柑
の
生
産
過
剰
と
労
貨
の
上
昇
み
ん
な
に
た
の
み
ま
し
た
。
こ
う
す

に
と
も
な
い
、
密
柑
だ
け
で
は
や

っ

る

と
た
だ
そ
れ
を
写
す
だ
け
で
よ
い

で
い
け
な
い
よ
う
に
な
り
、
ア
ロ
イ
の
で
す
。
こ
ん
な
事
を
し
て
い
る
矢

O
%

ラ
ー
の
種
鶏
を
飼
う
よ
う
に
な
り
ま
先
幸
い
に
も
貯
蓄
実
践
地
区
に
指
定

し
た
。
飼
育
は
私
の
受
持
で

一
期
分
さ
れ
家
計
簿
を
つ
け
て
「
む
だ
を
は

(鶏

一
代

一
年
二
ヶ
月
)
帳
簿
を
つ
ぶ
き
残
っ
た
お
金
を
貯
蓄
し
ま
し
ょ

け
て
み
ま
し
た
。
わ
か
ら
な
い
ま
ま
う
」
と
言
う
事
に
な
り
、
毎
月

一
回

に
自
己
流
で
す
が
、

一
日
ど
れ
く
ら
会
合
を
聞
き
家
計
簿
の
購
習
を
し
て

い
に
な
っ
て
い
る
か
今
度
の
鶏
は
ど
い
ま
す
。
私
も
皆
様
に
貯
蓄
を
進
め

ん
な
工
夫
し
て
帳
面
の
つ
け
方
を
し
る
以
上
家
計
簿
を
つ
け
て
少
し
で
も

た
ら
よ
い
か
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
む
だ
を
は
ぷ
き
家
族
の
栄
養
を
考
え

に
興
味
を
も
っ
様
に
な
り
ま
し
た
。

な
け
れ
ば
と
張
切
っ
て
い
ま
す
。
ま

家
計
の
方
は
、
ど
ん
な
に
な
っ
て
い
だ
三
ヶ
月
余
り
で
す
が
、
つ
け
て
み

る
の
だ
ろ
う
か
:
:
:
:
・
今
迄
母
が
い
て
、
交
際
費
が
多
い
の
に
鴛
き
ま
し

る
だ
け
は
い
る
ん
だ
か
ら
と
た
だ
そ
た
。
交
際
費
が

一
ヶ
月
分
支
出
の
約

¥ー

、-

簿
を
記
入
す
る
の
に
費
目
毎
に
分
類

す
る
記
号
が
、
算
用
数
字
を
使
つ
で

あ
る
の
で
、
此
れ
は
何
に
あ
た
る
か

を
い
ち
い
ち
調
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
手
聞
が
か
か
っ
て
仕
方
が
な

い
の
で
私
は
、
自
分
な
り
に
考
え
て

一
番
最
初
の
字
を
取
っ
て
つ
け
る
事

に
し
ま
し
た
。
こ
う
す
る
と
す
ぐ
頭

に
浮
か
ん
で
簡
単
に
つ
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
い
く
ら
黒
板
に
使
っ
た
人
が

つ
け
る
と
言
っ
て
も
、
時
に
は
忙
が

し
く
て
忘
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

残
高
が
い
く
ら
考
え
て
も
合
わ
な
い

の
で
す
。
そ
こ
で
私
は
、
箱
に
千
円

を
入
れ
て
お
く
方
法
を
試
み
て
み
ま

し
た
。
魚
代
位
な
ら
つ
け
忘
れ
を
し

て
い
て
も
箱
を
調
べ
れ
ば
使
っ
た
金

額
が
す
ぐ
わ
か
る
の
で
す
。
あ
く
る

日
は
ま
た
き
ち
ん
と
千
円
に
た
し
て

お
く
か
、
小
さ
い
の
が
な
い
時
は
千

円
を
入
れ
て
お
く
の
で
す
。
此
の
様

に
す
れ
ば
、
家
族
が
忘
れ
て
い
て
も

支
出
は
き
ち
ん
と
家
計
簿
に
つ
け
ら

れ
ま
す
。

一
番
に
改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
交
際
費
の
支
出
を
も

っ
と
少

な
く
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
、
こ

れ
に
は
自
家
生
産
物
の
密
柑
、
ジ
ュ

ー
ス
、
卵
な
ど
を
も
っ
と
多
く
使
っ

た
ら
支
出
が
少
し
で
も
少
な
く
す
む

の
で
、
そ
の
分
を
ほ
か
の
方
へ
回
せ

る
と
考
え
て
居
り
ま
す
。
そ
れ
で
は

副
食
費
や
、
し
好
費
は
ど
れ
位
の
程

度
だ
ろ
う
か
、
栄
養
は
と
れ
て
い
る

現 金 支 出

月
副調 し

昧 好
食料 ロ'"日

住光 被 イ呆衛 教 教娯 ヲ凡句 そ
の

居熱 月E 健生 育 養楽 際 他

メ口入

百十 

ri年1 9 ， ~9 3，748 4，219 2，a5 4，550 6，Z75 11，440 2 ， ~0 3，280 49，020 

12 10，834 4，321 2，240 5 8，お 必 O 6，875 1，570 13，010 3，制 48，168 

8，971 6，568 3，124 1，370 1，845 5，945 1，前 12，635 01 42，248

だ
ろ
う
か
と
思
い
丁
度
、
農
業
改
良

普
及
所
か
ら
出
て
い
る
生
活
診
断
表

と
く
ら
べ
て
み
ま
し
た
。
副
食
費
は

合
計
一
人
一
ヶ
月
五
、
二 

円、

現
物
は
三
、
二
九 

円
、
現
金

一、

九一 

円
、
私
の
家
は
、
現
物
迄
は

ま
だ
手
が
屈
い
て
い
な
い
の
で
使
っ

た
量
と
く
ら
べ
て
み
る
と
、
あ
ま
り

変
わ
ら
な
い
よ
う
で
す
が
、
現
金
て

六
六 

円
(
三
ヶ
月
平
均
)
と
な
り
、

必
要
量
迄
行
っ
て
い
な
い
の
で
す
。

し
好
ロ
聞
は
子
供
の
お
や
つ
が
多
す
ぎ

る
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

全
費
目
に
目
を
通
し
む
ら
の
な
い

様
に
し
な
け
れ
ば
と
考
え
て
居
り
ま

す
。
グ
ル
ー
プ
で
家
計
簿
を
つ
け
は

O O

O

O
O

小
松
島
市
公
共
職
業
安
定
所

に
開
設
し
て
い
ま
す
。

と

き

七

月
二
十
.
日

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

と
こ
ろ
睦
楠
町
住
居
福
祉
セ
ン
タ
ー

相
斡
民
勝
浦
町
大
字
中
角
農
業
者

転
職
相
談
員
吉
岡
壁

。
巡
回
相
談
日
は
毎
月
第
三
木
曜
日

じ
め
て
三
ヶ
月
余
り
で
す
が
、
こ
れ

か
ら
は
だ
い
た
い
の
入
用
金
を
き
め

て
余
っ
た
分
は
グ
ル
ー
プ
貯
金
に
ま

わ
し
、
月
の
初
め
に
、
一
ヶ
月
の
お

金
を
入
金
(
農
協
よ
り
お
ろ
す
)
し

支
出
し
て
い
く
よ
う
に
実
行
を
初
め

よ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
家
計
簿

会
合
が
進
む
に
つ
れ
、
長
期
計
画
、

今
年
の
計
画
、
予
算
、
現
物
の
評
価

な
ど
一
つ
一
つ
勉
強
す
る
事
ば
か
り

で
す
が
、
一
歩
一
歩
と
近
づ
き
実
行

し
て
行
こ
う
と
皆
ん
な
張
切
っ
て
必

ず
会
じ
は
出
席
し
て
い
ま
す
。
毎
晩

子
供
の
勉
強
と
共
に
家
計
簿
を
出
し

て
識
し
み
に
ペ
ー
ジ
を
聞
い
て
い
る

の
で
す
。

求
職
あ
っ
せ
ん
の

巡
回
相
談
室
開
設

求
職
希
望
者
の
便
宜
を
は
か
る
た

め
つ
ぎ
の
日
程
に
よ
り
巡
回
相
談
室

を
附
設
し
ま
す
。
求
職
に
つ
い
て
ど

ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
か
ら
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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